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小 松 市 教 育 委 員 会 会 議 録 

会  議  名 平成２９年 第１３回小松市教育委員会定例会 

開 会 月 日 平成２９年１１月１７日（水） 場 所 教育長室 

会 議 時 間 （開会）午後４時 ００分～ （閉会）午後 ５時１５分 

休 憩 時 間 ①（休 憩）午前・午後 時 分 ～ （再会）午前・午後 時 分 

②（休 憩）午前・午後 時 分 ～ （再会）午前・午後 時 分 

委   員 

  の 

出   席 

教育長 石黑 和彦 出席 委員 北村 嘉章 出席 

委員 蘆邉 千鶴子 出席 委員 吉原 愼吾 出席 

委員 中惣 恭子 出席 出席委員４名、欠席委員０名 

出

席

説

明

員 

教育次長兼教育庶務課長 山本 裕 出席 教育次長 道端 祐一郎 出席 

未来の教育課長兼教育研究センター

所長 廣田 恵子 

出席 図書館長 山崎 みどり 出席 

学校教育課長 吉田 明生 出席 青少年育成課長 東谷 勝美 出席 

ひととものづくり科学館 

副館長 浅野 幸恵 

出席 観光文化担当部長兼文化創造課 

課長 望月 精司 

出席 

教育庶務課総括参事 米津 貴之 出席 文化創造課主幹 川畑 謙二 出席 

教育庶務課参事 池田 美和子 出席  出席 

書

記 

  

  

傍 聴 者     ０  名 

会

議

に

付

し

た

議

題 

【議案】 

議案第 15号 平成 29年度（第 30 次）小松市指定文化財について（文化創造課） 

議案第 16号 小松市立小学校及び中学校設置条例の一部を改正する条例について 

（教育庶務課） 

議案第 17号 平成 29年度小松市社会教育賞について（青少年育成課） 

議案第 18号 平成 29年度小松市スマイルハート賞について（青少年育成課） 

【報告事項】 

・中学生サミットについて（未来の教育課） 

・訪問相談について（未来の教育課） 

・サイエンスアドベンチャーについて（未来の教育課） 

・小松市学校通学区域検討委員会について（未来の教育課） 

・図書館行事等について（図書館） 

・読書手帳サービスの開始について（図書館） 

・「（仮称）小松市立松東みどり学園」キャンパス整備について（教育庶務課） 

・広域通学モデル事業について（学校教育課） 

・勝木賞の授与式について（学校教育課） 
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教 育 委 員 会 報 告 

平成２９年１１月１７日 

【議案】 

議案第 15号 平成 29 年度（第 30 次）小松市指定文化財について 

所管部課名 文化創造課 

内   容 

小松市文化財調査委員会より第 30 次小松市指定文化財候補として 2 件につ

いて答申。指定について審議をするもの。 

○指定番号：86 滝ケ原のホトケドジョウ生息地 （種別：天然記念物） 

 石川県指定希少野生動植物種に指定されているホトケドジョウの県内最大の

生息地。オオニガナやハッチョウトンボなど多くの湿地性生物も生息しており、

里山の自然環境の重要性を認識するうえでも貴重な湿地である。 

 

○指定番号：87 葭島神社の仏像 （種別：彫刻） 

仏像 12 体（木造仏像 10体、塼造仏像 1体、銅像の神像 1体） 

  明治初期の神仏分離の際に廃された五穀寺より受け継いだ江戸時代の仏

像群。美術工芸的価値が高い。また廃仏毀釈後も神社に仏像が保存されて

きた歴史資料としての諸仏である。 

 

教育委員等の

意見 

【教育長】①ホトケドジョウは滝ケ原町以外もいるのか。 

【北村委員】②絶滅危惧種であるホトケドジョウの生息地の保全についてホーム

ページ等で、市民や地域の方、子ども達に理解をしていただき環境を守ってい

ってほしい。 

③仏像については美術品としてならば指定文化財として取扱ってもよいが、ご

神体ならば魂が入っているものであり出すべきではない。 

回   答 

①木場町、上荒屋町、那谷町にもいるが多くはない。滝が原に多く生息しており

湿地環境が良いということで認定するものである。 

③美術工芸品としてである。 

 議案第 15号 承認 

議案第 16号 小松市立小学校及び中学校設置条例の一部を改正する条例について 

所管部課名 教育庶務課 

内   容 

平成３０年４月から金野小学校、西尾小学校、波佐谷小学校の３校の統合に伴

い、学校名及び位置について条例を改正する。 

３校の学校名欄等は削除し、新たに小松市立みどり学園（小学部）として学校

名、位置を追加する。 

金野小学校、西尾小学校、波佐谷小学校の学校名及び位置の行を削除 
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追加事項 

学校名：小松市立松東みどり学園（小学部） 

位置：小松市波佐谷町子２７番地 

教育委員等の

意見 
 

 議案第１６号 承認 

議案第１７号 平成２９年度小松市社会教育賞について 

所管部課名 青少年育成課 

内   容 

平成 29 年度社会教育賞の被表彰候補として、推薦された４団体について議決

を求めるもの。 

1.荒屋小学校地域講師の会 

2.めだかの会 

3.小松市相撲甚句会 

4.「来まっし小松 福島キッズ」プロジェクト 

教育委員等の

意見 
 

 議案第１７号 承認 

議案第１８号 平成２９年度小松市スマイルハート賞について 

所管部課名 青少年育成課 

内   容 

平成 29 年度小松市スマイルハート賞の被表彰候補者として、6 団体の表彰に

ついて議決を求めるもの。 

1.小松市立稚松小学校わかまつ児童会 

2.小松市立今江小学校児童会図書委員会 

3.小松市立国府中学校生徒会 

4.小松市立安宅中学校生徒会 

5.小松市立板津中学校生徒会 

6.小松市立高等学校吹奏楽部・合唱部 

教育委員等の

意見 
 

 議案第 18号 承認 

【報告事項】 

件   名 中学生サミットについて 

所管部課名 未来の教育課 

内   容 
前年度との相違点：中学 1年生も加わり、合宿によりサミットを行なった。 
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今後は市ＰＴＡ連合会でも保護者への啓発も行っていく予定ときいている。 

教育委員等の

意見 

【教育長】いい効果を出してきている。中学生はもちろん保護者、市ＰＴＡにもよ

い影響を与える活動になってきている。 

【北村委員】市ＰＴＡと連動してやることでよい成果が出てよかった。もっと輪を広

めていただきたい。 

件   名 訪問相談について 

所管部課名 未来の教育課 

内   容 
不登校の子どもの家庭に訪問相談に出向いて支援を行っている。校長会で訪

問相談をしていることを紹介した。 

教育委員等の

意見 

【北村委員】家庭との連携は大切。家庭訪問により意思の疎通を図ることは大事

でありよいことだと思う。 

件   名 サイエンスアドベンチャーについて 

所管部課名 未来の教育課 

内  容 

日時：12 月 2 日（土）  

・小学生のものづくりコンテスト  

・湯浅・中山賞研究発表会 

（今年度受賞者 11 名のうち小学生 2名が研究成果を発表） 

金沢大学教授 松原道男氏より研究発表、ものづくりコンテストの講評をいただく 

今後の方針  

教育委員等の

意見 

 

件    名 小松市学校通学区域検討委員会について 

所管部課名 未来の教育課 

内   容 

小松の通学区域の見直しをするため、新たに通学区域検討委員会を立ち上げ

る。今後約2年間で小松の実態を調べ、検討委員の方のご意見をいただき適正

な学校規模の提言書の検討を行うもの。 

今後の方針  

教育委員等の

意見 

【北村委員】特色ある新しい学校を作るために適正規模を考えていく。児童生徒

の人数も新しい学校を作るうえで大事なことであるが、適正規模を全面に出すの

は違う。今回の松東みどり学園についても新しい学校としてモデル校を作るとい

うことであったと思う。検討委員会の名称を「新しい学校づくり何々」といった名称

に変えるべきだと思う。 

【教育長】子ども達のために学校づくり・教育効果を高めるための視点を盛り込

んでいただきたい。 

件   名 図書館行事等について 
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所管部課名 図書館 

内   容 

① こまつ市民読書の日事業 

☆ 森のとしょかん 

結果報告。当日は台風の接近で芦城公園ではなく館内での開催となった。お

はなしの会，紙芝居倶楽部，小松高校生，国際交流員の４団体が１時間の持

ち時間で読み聞かせを実施。１団体が終わると解散，次団体の集客の連続だ

ったため，子供達の集客にとても苦心した。一方でクイズスタンプラリーが呼び

水となって，通常のおはなし会に参加されない方が集まり，結果，延べ 101 人

の参加があり，読み聞かせ活動の裾野が広がった。 

☆ 朗読講座 

23 日は発表会。朗読する作品は，新美南吉作「ごんぎつね」と紫藤幹子作「し

あわせのみえるメガネ」でパートごとに一人が朗読する。 

最後にみんなで，谷川俊太郎作「生きる」を群読する。情景を思い浮かべなが

ら，感情を込めて，オリジナリティな朗読を意識しながら本番に臨む。 

指導者は元石川テレビアナウンサー，現在フリーの大橋のり子さん。 

 

② テーマ展示 

☆ 主役は本 

 読書週間にちなんで，｢本｣・｢読書｣・｢図書館｣など，本にまつわる文字がタイト

ルに入った書籍，絵本を集めてみた。｢本が主役｣となる本が意外と多くある。 

☆ 宮沢賢治の世界 

11 日に開催された講演会の講師，細川律子さんは，宮沢賢治を読む会の 

代表で，その朗読は賢治の世界に引き込まれるほど流麗な語り調である。こ

の講演会にちなみ，賢治の著書をズラリと並べた。 

 

今後の方針  

教育委員等の

意見 

【中惣委員】夜の図書館行事に，｢ナイトミュージアム＆ライブラリー｣があるが，勤

務する人にはもっと夜の行事があってほしい。 

回   答 
(夜の行事は，図書館の場合，参加者が少ないこともあり)内容も含めて検討した

い。 

件   名 読書手帳サービスの開始について 

所管部課名 図書館 

内   容 

 今年度図書館のシステムを新しく導入するにあたり，読書手帳のサービス機

能が予算内で追加できたことから，館オリジナルの読書手帳を作成し，読書週

間の始まる 10/27 から市民及び館利用登録者に無料配布している。手帳は A5

版で，大人用と子供用があり，借りた本が専用端末からシールに打ち出されて

出て来るため，お薬手帳のように，貼って記録していく。この手帳により読書量が
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見え，読書意欲の向上につながると期待したい。 

今後，好評であれば，来年度市内の小学校に配布したい。 

 

今後の方針  

教育委員等の

意見 

【教育長】読書手帳の利用とブックリストの活用をつなげたい。 

回   答 
来年度，｢マイ本棚｣というオプションを予算要求し．両者の連動を検討してい

る。 

件   名 「（仮称）小松市立松東みどり学園」キャンパス整備について 

所管部課名 教育庶務課 

内   容 

平成 30 年度より松東地区の 3 校を統合し、波佐谷小学校で松東みどり学園ス

タートする。平成 33年度には小中一体化させて義務教育学校として、現松東中

学校校地内に松東中学校校舎の一部改修と小学校部校舎の増築を予定。ひと

つの職員室で小中学校の先生が学校運営を進めていく構想。 

今後の方針  

教育委員等の

意見 

【蘆邉委員】①保護者には今回のこの説明は全てされたのか。 

【北村委員】②特色ある教室とあるがここの文言でよいのか。「多様な学習活動

への対応」とあるが、特色ある教育活動の対応とか表現を検討してはどうか。ま

た温かみのある空間として木質化とあるが、小松は石文化もある。この地域には

観音下石もある。木質だけでなく石の活用を取り入れたらよいのではないか。 

【教育長】③この学校の基本にあるのは、つながりがキーワードだと思う。児童生

徒が常につながりの持てる教室等の配置とある。ハード面ばかりでなくソフト面の

教員・地域・世界とのつながり。そういうものが子ども達の成長につながる。成長

につながれば子ども達の希望につながる。いろんなものを総動員して子ども達

の成長の実現を図ることが大事なコンセプトであり、子ども達のための学校づくり

が、新しい学校づくりということなので、また委員の皆さんのご意見をいただきた

い。 

回   答 

①現在は、小学校校舎を現松東中学校敷地内に増設するというところまで。今

月 21 日の統合推進委員会で地域・保護者の代表者に伝える。24 日の広域通

学の説明会で学校の概要、校舎についてコンセプトを伝える。 

②是非取り入れていきたいと思う。 

件   名 広域通学モデル事業について 

所管部課名 学校教育課 

内   容 

・平成３０年度の広域通学希望者募集について（別紙） 

  広域通学制度の趣旨 

  小学校・中学校の説明会から結果通知までの流れと日程 
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今後の方針 

・広報活動については，広報こまつ，教育委員会ホームページ，募集要項等で

行うとともに，学校説明会で，広域通学希望者だけでなく，金野小・波佐谷小・

西尾小の保護者にも説明していく。今後，新しい学校の特色，魅力を具体的に

アピールしていきたい。 

教育委員等の

意見 

【北村委員】３校統合後の初めての広域通学者を募集する今回は，これまで以

上に大切になる。広報活動を積極的に行っていくことが求められる。また，新し

い学校の特色を前面に出し，魅力をアピールしていくことが重要である。 

件   名 勝木賞の授与式について 

所管部課名 学校教育課 

内   容 

・平成２９年度勝木賞の授与式について（別紙） 

  日程 

  場所 

  ＊備考   選考委員会日程 

         目的 

         表彰対象 

         審査の視点    

 

今後の方針 
・選考委員会では，審査の基準を明確にして，規定にもとづき選考を行ってい

く。 

教育委員等の

意見 
 

【その他】 

 

次回教育委員会会議日程について 

日時：１２月４日（月）午後１時３０分～ 

場所：小松市役所 ６階 教育長室 

教育委員からの意見・提言 

北村委員 

①全国学力学習状況調査の公表ポイントについて、県の基準と違うがどのように

していくのか。 

②英語について、社会で通用するのは英語を聞いて話すことではないか。書く

ことができなくても、聞いて話せることではないか。 

回   答 

【吉田課長】 

①公表については小松市が県にさきがけて行なった。経年比較のできるので、

これまでどおり小松市の基準で行なう。 

【教育長】 

②社会に出れば、話す、聞くは道具としてはそうかもしれないが、やはり基本を

しっかり学ぶことが大事である。 
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蘆邉委員 

①先日の中学生の意見発表会（加賀地区大会）が行われたが、とても良かった

ので今後も続けてほしい。 

②英語の研究発表会に出席した際出席者がとても少なかった。もっと多くの人

に出席してもらえたらよいのではないか。また、英語の授業にＡＬＴがいるのに子

ども達にもっと話をさせる授業にできないものか。 

回   答 

【教育長】 

②小松市教育委員会としては、英語を読むこと、書くことを大事にしていきたい。

小学校では、聞く、話すことが大事だと思う。書くこと、文法も大事であり基礎・基

本をしっかり学ばせたい。小学校へは、できるだけＡＬＴを増員していきたい。 

吉原委員 特になし 

中惣委員 特になし 


